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３
月
定
例
会

会　計　名 予　算　額 前年度比

一般会計 82 億 9200 万円 3.4％

地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金特別会計 5億 2377 万円 14.7％

国民健康保険特別会計 16 億 6297 万円 △ 1.1％

後期高齢者医療特別会計 2億 4012 万円 △ 3.2％

国民宿舎特別会計 2732 万円 △ 74.7％

給食センター特別会計 1億 6375 万円 18.3％

モーターボート競走事業会計 1137 億    508 万円 18.8％

公共下水道事業会計 7億 6045 万円 3.3％

注１

令和2年度の予算状況 ※１万円未満切り捨て

住んでよかったと　思える町づくり
年度 こんなことをやります。一般会計82億9200万円

　
第
１
回
定
例
会
が
、
令
和
２
年
３
月
5
日
か
ら
18
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

９
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
２
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
条
例
、
補
正
予
算
、
新
年
度
予
算
な
ど
44
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※注１　町を経由して過疎債や病院債を借り入れ、病院へ支出する会計。

町内巡回バス事業

高齢者運転免許証返納制度

　高齢者による交通事故の防止や公共交通

機関の利用を促進するため、運転免許証返

納時に補助します。

◆対象者◆ 65 歳以上の町民

◆補助内容◆

タウンバス回数券または市営バスＩＣカー

ドまたは、タクシー初乗り利用券のいずれ

か１つ、２万円相当額を返納時に交付。　

令
和
２
年
度
予
算

条
例
・
意
見
書

一
般
質
問

令
和
元
年
度
補
正
予
算

　今まで、芦屋・山鹿コースの２路線でした

が、４月１日から北・東・南の３路線に拡大

します。

　また、委託先を芦屋町社会福祉協議会から

第一交通㈱に変更します。

　路線の拡大による増便で、より暮らしやす

い町づくりを目指します。

◆金額◆２３１５万円

町
角
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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住んでよかったと　思える町づくり
年度 こんなことをやります。一般会計82億9200万円２

一般会計歳出（使いみち）一般会計歳入（財源）

芦屋小学校プール改修

夢リア・プラザ改修

　築約 50 年の老朽化したプールを子どもたち

が気持ちよく使用できるよう全面改修します。

◆改修のポイント◆　

・現在の児童数規模に合せて、６コースに減少

　させる。

・低学年用プールを廃止し、高学年用プールの

　半面の水深を浅くする。

・プールサイドに滑り止め加工をした床材を敷

　く。

令和
令
和
２
年
度
予
算

賛
否
一
覧
表

一
般
質
問

令
和
元
年
度
補
正
予
算

　本場への来場促進のため、夢リアの音響設
備やキッズパーク導入に向けた西プラザの改

修などを行います。

◆主な改修箇所◆

夢リア、西プラザ、東プラザ、レストラン、

屋外広場など

◆工事期間◆

令和２年度～令和３年度町
角
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

一般会計歳出（使いみち）一般会計歳入（財源）

歳入
82億9200万円

歳出（目的別）
82億9200万円

町税
12億3259万円 民生費

23億30万円

総務費
13億8553万円

教育費
11億8937万円

土木費
9億1862万円

公債費
8億5363万円

衛生費
7億3578万円

その他2380万円
議会費1億787万円

繰入金
6億6495万円

使用料ほか2億1631万円

消防費3億7092万円

商工費1億6422万円

農林水産業費2億4196万円

その他
10億3770万円

地方交付税
22億4000万円

国庫支出金
11億3103万円

自主財源 38％町債
9億4240万円

県支出金
4億7061万円

地方消費税交付金
2億8372万円

その他
7269万円

依存財源 62％
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◆
芦
屋
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修

工
事
内
容
の
詳
細
は
。

土
の
入
れ
替
え
に
よ
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
改
良
を
行
い
、
フ
ラ
ッ
ト

に
整
地
す
る
。
ま
た
、
今
後
の
使
用
に

影
響
を
与
え
る
樹
木
の
伐
採
も
計
画
し

て
い
る
。

工
事
の
時
期
は
ど
う
な
る
の
か
。

授
業
や
部
活
等
に
影
響
が
出
な

い
よ
う
工
事
を
半
面
ご
と
行
う

こ
と
や
冬
休
み
に
行
う
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
工
事
期
間
中
の

部
活
は
芦
屋
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

利
用
す
る
こ
と
な
ど
の
方
法
に
つ
い
て

今
後
協
議
し
て
い
く
。

◆
総
合
運
動
公
園
自
転
車
置
場
改
修

工
事
内
容
の
詳
細
は
。

自
転
車
置
場
は
周
囲
が
囲
わ
れ
、

外
か
ら
見
え
に
く
い
形
状
の
た

め
、
安
全
面
を
考
慮
し
、
上
屋
を
撤
去

す
る
。

◆
避
難
用
救
助
袋
の
購
入

備
品
購
入
費
に
避
難
用
救
助
袋

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
。

災
害
時
救
助
用
滑
り
台
の
こ
と
。

芦
屋
小
学
校
・
芦
屋
東
小
学
校
・

芦
屋
中
学
校
は
２
つ
ず
つ
、
山
鹿
小
学

校
は
１
つ
購
入
す
る
。

山
鹿
小
学
校
は
１
つ
で
足
り
る

の
か
。

校
舎
の
形
状
に
よ
り
、
必
要
個

数
が
異
な
る
。
山
鹿
小
学
校
は

３
階
建
て
の
校
舎
が
１
棟
な
の
で
、
１

つ
の
配
備
で
足
り
る
。

◆
山
鹿
詰
所
建
替
工
事
実
施
設
計
委
託

設
計
委
託
の
内
容
は
。

山
鹿
の
城
山
付
近
に
あ
る
草
刈

り
や
道
路
整
備
を
行
う
作
業
所

兼
詰
所
が
老
朽
化
し
、
建
て
替
え
が
必

要
と
な
っ
た
た
め
、
別
の
町
有
地
に
移
転

す
る
。

◆
山
鹿
小
学
校
仮
設
教
室
リ
ー
ス
料

児
童
は
減
少
し
て
い
る
が
、
仮

設
教
室
の
必
要
性
は
あ
る
の
か
。

分
割
授
業
等
で
利
用
す
る
た
め
、

少
な
く
と
も
今
後
６
年
は
必
要

で
あ
る
。

問

答

令
和
２
年
度
芦
屋
町
一
般
会
計

予
算　
　
　
（
賛
成
多
数
・
可
決
）

問答 問

答 令
和
２
年
度
予
算

条
例
・
意
見
書

一
般
質
問

令
和
元
年
度
補
正
予
算

令
和
２
年
度
予
算

問答問答

Ｐ
４
～
６
で
は
、
Ｐ
２
～
３
の
事
業

の
詳
細
や
掲
載
で
き
な
か
っ
た
事
業

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問答 問答

現在、小学校にある救助袋

総合運動公園の自転車置場

山鹿小学校の仮設教室

芦屋中学校グラウンド

町
角
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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令
和
２
年
度
予
算

賛
否
一
覧
表

一
般
質
問

令
和
元
年
度
補
正
予
算

◆
地
域
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
整
備
工
事

地
域
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
と
は

何
か
。
ま
た
整
備
の
対
象
は
。

地
域
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
と
は

戸
別
受
信
機
の
こ
と
で
あ
り
、

町
内
全
戸
に
１
台
ず
つ
配
付
す
る
よ
う

に
計
画
し
て
い
る
。

事
務
所
や
店
舗
を
含
め
た
全
て

の
家
屋
に
設
置
す
る
の
か
。

基
本
的
に
は
世
帯
で
考
え
て
い

る
。
店
舗
に
つ
い
て
は
状
況
に

応
じ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
補
助

金
の
対
象
が
基
本
的
に
世
帯
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
現
段
階
で
は
世
帯
と
公
共

施
設
で
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
伝
達
方
式
に
な
る

の
か
。

東
京
デ
ジ
タ
ル
無
線
と
い
う
形

で
２
８
０
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
帯
（
ポ

ケ
ベ
ル
と
同
じ
電
波
帯
）
を
使
い
情
報

を
伝
達
す
る
。
伝
達
の
方
法
は
パ
ソ
コ

ン
な
ど
で
文
字
入
力
し
、
情
報
を
発

信
。
そ
の
文
字
を
戸
別
受
信
機
が
音
声

に
変
え
て
情
報
を
伝
達
す
る
仕
組
み
で

あ
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う

な
る
の
か
。

さ
ら
な
る
安
心
・
安
全
な
町
づ

く
り
の
た
め
、
令
和
２
年
度
か

ら
2
カ
年
か
け
て
地
域
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

・
令
和
2
年
度
　

　
役
場
庁
舎
は
主
配
信
局
設
置
工
事
、

　
各
自
治
区
は
副
配
信
局
（
ノ
ー
ト
パ

　
ソ
コ
ン
）
整
備
。

・
令
和
3
年
度

　
全
世
帯
、
公
共
施
設
、
事
業
所
等
に

　
戸
別
受
信
機
の
配
布
・
操
作
説
明
。

【
４
つ
の
点
で
評
価
で
き
る
】

内
海
猛
年
議
員

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
は
次
の

点
が
評
価
で
き
る
。

①
犯
罪
抑
制
等
の
た
め
の
防
犯
カ
メ
ラ

　
設
置
補
助
や
非
常
災
害
時
に
お
け
る

　
地
域
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
整
備
に
よ

　
る
安
全
・
安
心
の
確
保
。

②
高
齢
者
運
転
免
許
証
返
納
者
支
援
事

　
業
に
よ
る
高
齢
者
の
事
故
防
止
や
巡

　
回
バ
ス
３
路
線
化
に
よ
る
利
便
性
の

　
確
保
。

③
農
産
物
、
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
認
定

　
事
業
や
農
業
用
水
門
整
備
お
よ
び
柏

　
原
漁
港
機
能
保
全
工
事
に
よ
る
農
業

　
・
漁
業
の
振
興
。

④
タ
ウ
ン
バ
ス
お
よ
び
北
九
州
市
営
バ

　
ス
の
町
内
１
０
０
円
運
賃
の
実
施
に

　
よ
る
交
通
手
段
の
確
保
。

【
災
害
対
策
と
し
て
評
価
す
る
】

辻
本
一
夫
議
員

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
で
特
筆

す
べ
き
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①�

大
規
模
災
害
へ
の
対
応
力
向
上
を
目

指
し
、
町
長
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
な
ど
、
危
機
管
理
を
強
化
す
る
た

め
に
防
災
専
門
官
を
配
置
す
る
こ

と
。
防
災
意
識
の
啓
発
や
避
難
指
示

な
ど
、
町
民
に
情
報
を
伝
達
で
き
る

戸
別
受
信
機
を
全
世
帯
に
配
置
す
る

地
域
防
災
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導

入
は
、
災
害
対
応
策
と
し
て
評
価
す
る
。

②�

芦
屋
港
の
レ
ジ
ャ
ー
港
化
に
関
し
、

福
岡
県
の
港
湾
計
画
改
定
と
ボ
ー
ト

パ
ー
ク
事
業
計
画
に
合
わ
せ
る
形
で

海
浜
公
園
も
含
め
た
芦
屋
港
の
管
理

運
営
や
上
屋
、
全
天
候
型
施
設
お
よ

び
広
場
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と

は
、
計
画
実
現
に
向
け
た
第
一
歩
で

あ
る
。

問答問答問答

賛
成

賛
成

問答

導入を検討している戸別受信機

町
角
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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【
住
民
生
活
の
防
波
堤
へ
。
町
の
役
割

が
問
わ
れ
て
い
る
】　
川
上
誠
一
議
員

　
安
倍
政
権
が
ペ
ナ
ル
テ
ィ
も
導
入

し
、
市
町
村
に
一
般
会
計
繰
り
入
れ
を

解
消
せ
よ
と
迫
る
中
、
県
は
3
年
間
の

激
変
緩
和
措
置
の
約
束
を
反
故
に
し
て

２
年
で
打
ち
切
っ
た
。
こ
の
影
響
に
よ

り
、
今
後
の
保
険
料
は
大
幅
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
国
や
県
の
や
り
方
を
一
緒

に
な
っ
て
推
進
す
る
の
か
、
住
民
を
守

る
防
波
堤
に
な
る
の
か
、
町
の
役
割
が

問
わ
れ
て
い
る
。

　
住
民
の
生
活
破
壊
を
食
い
止
め
、
国

保
の
危
機
加
速
化
を
止
め
る
た
め
、
町

独
自
の
負
担
軽
減
の
取
り
組
み
を
維

持
・
拡
充
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

総
係
費
に
計
上
さ
れ
て
い
る

３
５
０
万
円
の
食
糧
費
と
は
。

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋
に
よ
る
地

域
貢
献
事
業
と
し
て
、
近
年
増

え
て
い
る
自
然
災
害
な
ど
に
備
え
、

食
糧
を
蓄
え
る
も
の
で
あ
る
。
毎
年

７
０
０
名
分
ず
つ
備
蓄
し
、
５
年
か
け

て
３
５
０
０
名
分
に
増
や
す
予
定
で
あ

る
。

ボ
ー
ト
・
モ
ー
タ
ー
整
備
業
務

委
託
と
あ
る
が
そ
の
詳
細
は
。

現
在
、
艇
庫
業
務
と
ボ
ー
ト
整
備

は
11
名
で
直
営
し
て
い
る
が
、
整

備
士
の
確
保
が
厳
し
い
た
め
、
令
和
２

年
度
よ
り
業
務
委
託
す
る
。

地
元
対
策
交
付
金
２
１
０
０
万

円
の
詳
細
は
。

地
元
対
策
費
と
し
て
芦
屋
町
、

遠
賀
町
、
岡
垣
町
に
７
０
０
万

円
ず
つ
交
付
す
る
。

【
健
全
な
教
育
環
境
づ
く
り
が
大
人
の

責
務
で
あ
る
】　
　
　  

妹
川
征
男
議
員

　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
事
業
と
言
わ
れ
て
い
る

競
艇
場
内
に
、
親
子
を
遊
ば
せ
る
た
め

の
遊
具
を
数
億
円
か
け
て
設
置
す
る
こ

と
に
疑
問
を
持
つ
。

　
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
持
つ
児
童
は
、

健
全
な
る
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有

し
、
愛
情
や
理
解
の
あ
る
雰
囲
気
の
中

で
調
和
の
と
れ
た
人
間
に
成
長
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
健
全
な
る
教
育
環
境
が

整
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
競

艇
場
内
の
遊
具
を
備
え
た
遊
び
場
は
、

そ
の
よ
う
な
環
境
に
な
り
得
る
の
か
。

そ
れ
よ
り
も
野
外
で
遊
べ
る
公
園
や
チ

ビ
ッ
コ
広
場
に
遊
具
等
を
充
実
す
べ
き

で
あ
る
。
明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て
進

ん
で
い
け
る
教
育
環
境
づ
く
り
こ
そ
、

大
人
の
責
務
と
考
え
る
。

【
モ
ー
ヴ
ィ
（
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
）
に

笑
顔
が
満
開
】　

　
　
　 

本
田
浩
議
員

　
モ
ー
ヴ
ィ
（
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
）
は
大

変
素
晴
ら
し
い
施
設
で
あ
り
、
待
ち
望

ん
で
い
る
保
護
者
も
た
く
さ
ん
い
る
と

思
う
。
令
和
元
年
度
に
モ
ー
ヴ
ィ
が
あ

る
施
設
を
２
カ
所
視
察
し
た
。
そ
の
う

ち
の
１
つ
、
浜
名
湖
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場

の
モ
ー
ヴ
ィ
は
昨
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン

し
、
わ
ず
か
２
週
間
程
度
で
入
場
者
が

1
万
人
を
超
え
て
い
る
。
休
日
に
は
時

間
を
区
切
り
、
入
場
者
を
入
れ
替
え
る

程
の
人
気
ぶ
り
だ
そ
う
だ
。

　
大
き
な
空
間
の
中
で
体
を
動
か
す
こ

と
が
で
き
、
体
力
の
増
進
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋
の

施
設
は
高
さ
が
あ
る
た
め
、
今
ま
で
他

の
レ
ー
ス
場
に
導
入
さ
れ
た
モ
ー
ヴ
ィ

に
は
な
い
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
施
設
が

で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
予
算

条
例
・
意
見
書

一
般
質
問

令
和
元
年
度
補
正
予
算

反
対

令
和
２
年
度
芦
屋
町
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
事
業
会
計
予
算

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

令
和
２
年
度
芦
屋
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

問答答 問

問答

反
対

ボートレース芦屋

賛
成

町
角
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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　歳入歳出それぞれ3億8900万円 の増額補正です。

一般会計補正予算（第 5号）

　　　　　　（賛成多数・可決）

補正のあった歳出の主な内容 補正額

新型コロナウイルス対策事業

( マスクや消毒液、今後必要な備品、緊急を要する負担金

や補助金など）

３０００万円

私立保育所等補助金（新型コロナウイルス対策） 約４３０万円

小・中学校ＩＣＴ支援事業 ー

※委託料・工事費・備品購入費は、金額の公表を行っていません。

一般会計補正予算（第 6号）

　　　　　　（満場一致・可決）

　歳入歳出それぞれ３５００万円 の増額補正です。

◆
私
立
保
育
所
等
補
助
金
（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
）

臨
時
休
校
中
の
学
童
ク
ラ
ブ
支

援
員
す
べ
て
の
経
費
を
こ
の
額

で
賄
え
る
の
か
。

臨
時
休
校
中
の
、
学
童
ク
ラ
ブ

開
所
時
間
拡
大
に
伴
う
支
援
員

の
時
間
外
手
当
や
補
充
員
の
賃
金
等
は
、

す
べ
て
国
の
負
担
金
で
賄
え
る
こ
と
に

な
る
。な

ぜ
保
育
所
に
よ
っ
て
補
助
額

が
違
う
の
か
。

国
は
保
育
所
に
対
し
、
50
万
円

を
上
限
に
補
助
す
る
が
、
各
園

が
購
入
を
予
定
し
て
い
る
物
品
や
機
器

の
種
類
等
で
金
額
に
違
い
が
あ
る
。
ま

た
、
幼
稚
園
や
認
定
こ

ど
も
園
は
国
の
補
助

が
な
い
た
め
、
町
が
保

育
所
と
同
様
、
50
万
円

を
上
限
に
補
助
す
る
。

そ
の
補
助
の
活
用
方
法
は
。

各
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ

ど
も
園
で
マ
ス
ク
・
消
毒
液
・

空
気
清
浄
機
を
購
入
す
る
。

◆
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
事
業

１
人
１
台
ず
つ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
の
目
安
は
た
っ
て
い
る
の

か
。

令
和
２
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で

４
カ
年
か
け
、
国
の
補
助
金
を

活
用
し
、
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊
関
係
の
予

算
が
減
額
措
置
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
経
緯
と
理
由
は
。

10
月
１
日
か
ら
採
用
予
定
で
予

算
を
計
上
し
、
公
募
の
手
続
き

を
行
っ
て
き
た
が
、採
用
に
は
至
ら
ず
、

今
回
、
全
て
減
額
補
正
し
て
い
る
。

今
後
の
計
画
は
。

現
状
で
は
採
用
の
考
え
は
な
い
。

今
後
は
社
会
情
勢
等
を
勘
案
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

令和元年度
補正予算

対
策

令
和
２
年
度
予
算

賛
否
一
覧
表

一
般
質
問

令
和
元
年
度
補
正
予
算

問答

問

問

問 問 答答

答

答 問

町
民
の
安
心
・
安
全
を

答

町
角
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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町
産
品
の
育
成
・
販
路
拡
大
を
目
的

と
し
て
芦
屋
町
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ

た
も
の
の
中
か
ら
、
特
に
優
れ
た
も
の

を
金
賞
に
選
定
す
る
た
め
、
審
査
会
を

設
置
し
ま
す
。

芦
屋
町
ブ
ラ
ン
ド
金
賞
を
選
定

す
る
目
的
と
今
後
の
選
定
の
流

れ
は
。町

内
事
業
者
な
ど
で
生
産
・
販

売
さ
れ
、
顧
客
に
愛
さ
れ
る
も

の
を
芦
屋
町
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
町
内

外
へ
発
信
す
る
こ
と
で
、
町
の
認
知
度

向
上
や
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

　
期
間
内
に
申
請
さ
れ
、
基
準
を
満
た

し
た
商
品
を
芦
屋
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定

し
、
そ
の
中
か
ら
金
賞
を
１
点
選
定
す

る
予
定
で
、
令
和
２
年
度
よ
り
開
始
す
る
。

認
定
商
品
や
金
賞
受
賞
商
品
の

メ
リ
ッ
ト
は
。

認
定
さ
れ
た
商
品
に
は
、
認
定

シ
ー
ル
や
の
ぼ
り
等
を
配
布
す

る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
マ
ス
コ
ミ
等
を

活
用
し
、
積
極
的
に
紹
介
す
る
予
定
で

あ
る
。

芦屋町の魅力を発信！
　町ブランド　　賞を選定金

人　事

意　見　書

地域医療を守り必要な公立病院等の維

持・存続を求める意見書　　 
（満場一致・一部修正可決）

令
和
２
年
度
予
算

条
例
・
意
見
書

一
般
質
問

令
和
元
年
度
補
正
予
算

問答 芦
屋
町
ブ
ラ
ン
ド
金
賞
選
定
審

査
会
設
置
条
例
の
制
定

（
満
場
一
致
・
可
決
）

問答

　国に対し、公立・公的病院が地域で果たす
役割を十分に認識し、地域医療を守るために

必要な公立病院等の維持・存続を求める意見

書です。

◆要望内容

１．公立・公的病院の再編・統合に関しては、

地域の医療体制を踏まえた慎重な議論のもと

進められるべきものであり、行政が一方的に

進めないこと。

２．地域医療を守るため必要な公立・公的病

院の維持・存続を図ること。

金
賞

教育長の任命

　　　　（満場一致・同意）

　三桝賢二氏の任期が令和２年

３月 31 日で満了となるため、

再度任命します。

芦
屋
町
ブ
ラ
ン
ド

条　例

町
角
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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　議案の賛否を掲載しています。掲載のない 36 議案は、満場一致で可決されました。
　※議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。

　　ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

３月定例会で意見がわかれた議案の賛否一覧

○：賛成、×：反対 を表しています。

行政報告とは・・・

　町長が議会を通じて町の重要

な問題の経過等を住民に報告す

るものです。

　ここでは、令和元年 12 月か

ら令和２年２月までの行政報告

の一部を掲載しています。

行政報告
◆
遠
賀
川
流
域
リ
ー
ダ
ー
サ
ミ
ッ
ト

　
１
月
26
日
、
宮
若
市
の
宮
田
文
化
セ

ン
タ
ー
に
て
、
遠
賀
川
河
川
事
務
所
と

遠
賀
川
河
川
協
力
連
絡
会
の
主
催
で
開

催
さ
れ
た
「
第
７
回
遠
賀
川
流
域
リ
ー

ダ
ー
サ
ミ
ッ
ト
」
に
流
域
住
民
お
よ
び

行
政
に
携
わ
る
人
々
が
多
数
参
加
し
、

流
域
住
民
の
大
切
な
遠
賀
川
に
つ
い
て

論
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、遠
賀
川
流
域
の
首
長
が
集
い
、

遠
賀
川
流
域
に
お
け
る「
防
災
・
減
災
」、

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
様
々
な
取
り
組
み

な
ど
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
遠
賀
川
流

域
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
り
合
い
、
今

後
の
行
動
の
指
針
と
な
る
「
遠
賀
川
流

域
宣
言
ｉ
ｎ
宮
若
」
の
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。

令
和
２
年
度
予
算

賛
否
一
覧
表

一
般
質
問

令
和
元
年
度
補
正
予
算

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
中
西
長
島
萩
原
信
国
本
田
松
岡
妹
川
辻
本
小
田
川
上
横
尾

令和元年度芦屋町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ー １０ １ 可決

令和元年度芦屋町地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金
特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ー １０ １ 可決

令和２年度芦屋町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ー ９ ２ 可決

令和２年度芦屋町地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ー １０ １ 可決

令和２年度芦屋町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ー ９ ２ 可決

令和２年度芦屋町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ー ９ ２ 可決

令和２年度芦屋町モーターボート競走事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ー ９ ２ 可決

令和２年度芦屋町公共下水道事業会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー １０ １ 可決

町
角
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ン
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一般質問
町政を問う

　３月９日に２人が一般質問を行いました。

　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針などの所信

を聞き、報告や説明を求め、疑問点をただすことです。

　なお、議会だよりは紙面の都合上、要約し掲載しています。詳しくはホームページの会議録や録画

中継でご確認ください。

　また、今定例会では、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から会議時間短縮を図るため、

一般質問を予定していた全ての議員から、一般質問の全部または一部取り下げがありました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎：記事掲載あり　　○：記事掲載なし

ページ 質問議員 質問事項

11 川上 誠一
◎新型肺炎対策

◎子ども医療費助成制度

12 妹川 征男
◎公園、チビッコ広場

○西川の不法係留船対策

取り下げた一般質問 議員名

全部取消し 　辻本 一夫・松岡 泉・本田 浩・萩原 洋子

一部取消し 　川上 誠一・妹川 征男

一般質問会議録

令
和
２
年
度
予
算

条
例
・
意
見
書

一
般
質
問

令
和
元
年
度
補
正
予
算

町
角
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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２人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　

川
かわ

上
かみ

誠
せい

一
いち

学校の教室も使用し、先生の協力
を得ているため体制は十分である

２
月
27
日
に
小
中
高
校
の
一

斉
休
校
が
呼
び
か
け
ら
れ
た

が
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
体
制
は
十
分
に

で
き
て
い
る
の
か
。

臨
時
休
校
が
急
遽
決
ま
り
、

人
の
確
保
が
難
し
か
っ
た
が
、

先
生
た
ち
の
協
力
に
よ
り
開
設
し
て

い
る
。
３
月
４
日
よ
り
、
７
時
30
分

～
18
時
30
分
で
開
設
し
て
い
る
。

利
用
者
は
何
人
い
る
の
か
。

１
日
１
０
０
人
程
度
。
利
用

率
が
五
十
数
％
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
感
染
を
心
配
し
て
利
用
を

控
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

マ
ス
ク
や
消
毒
液
な
ど
は
十

分
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

マ
ス
ク
は
職
員
に
町
か
ら
業

務
用
と
し
て
配
布
し
て
い
る
。

感
染
予
防
で
は
「
１
メ
ー
ト

ル
以
上
離
れ
て
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

過
密
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
部
屋

に
加
え
、
小
学
校
の
教
室
な
ど
を

使
っ
て
い
る
。

預
け
先
の
な
い
児
童
が
出
て

は
な
ら
な
い
。
学
童
ク
ラ
ブ

に
通
っ
て
な
い
児
童
へ
の
対
応
は
。

小
学
１
～
３
年
生
の
児
童
を

対
象
に
、
８
時
30
分
か
ら
15

時
の
間
、
学
校
で
預
か
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
児
童
数
は
36
人
で
あ
る
。

県
は
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

対
象
を
中
学
３
年
ま
で
拡
充

す
る
と
表
明
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
る

町
の
負
担
軽
減
は
ど
の
く
ら
い
か
。

入
院
分
が
85
万
８
０
０
０
円
、

通
院
分
が
92
万
３
０
０
０
円
、

合
計
約
１
７
８
万
円
軽
減
さ
れ
る
。

高
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
医

療
費
拡
充
を
行
う
に
は
、
あ
と

ど
の
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る
の
か
。

対
象
者
は
３
５
０
人
で
約

９
２
０
万
円
と
試
算
す
る
。

差
し
引
く
と
、
約
７
４
０
万

円
で
高
校
生
ま
で
の
入
院
・

通
院
の
無
料
化
が
で
き
る
。
子
育
て

支
援
や
定
住
化
、
少
子
化
対
策
と
し

て
町
で
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

予
算
も
基
金
な
ど
か
ら
の
繰

入
金
が
多
く
、
歳
入
が
不
足

し
て
る
。
過
疎
指
定
が
来
年
３
月
末

で
切
れ
、
新
法
で
過
疎
指
定
さ
れ
る

か
課
題
が
あ
る
中
、
答
え
よ
う
が
な
い
。

山鹿小学校学童クラブの様子

新
型
肺
炎
対
策

問答問答

答 答問

健康・こども課長

答 問

録画中継

令
和
２
年
度
予
算

賛
否
一
覧
表

一
般
質
問

令
和
元
年
度
補
正
予
算

問答問

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

問答問答

町
角
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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預け先のない児童が出ないよう
体制は十分できているか



公
園
、
チ
ビ
ッ
コ
広
場
の
設

置
の
目
的
と
遊
具
の
点
検
は
。

公
園
は
景
勝
地
の
保
護
、
住

民
の
休
養
・
教
化
な
ど
を
促

進
す
る
目
的
が
あ
る
。
チ
ビ
ッ
コ
広

場
は
、
子
ど
も
の
安
全
な
遊
び
場
を

確
保
す
る
目
的
が
あ
る
。
は
ま
ゆ
う

区
の
す
べ
り
台
は
点
検
時
に
多
数
破

損
箇
所
が
あ
っ
た
た
め
、
使
用
禁
止

に
し
、
撤
去
し
た
。
他
に
も
腐
食
や

多
数
の
破
損
箇
所
が
あ
り
、
撤
去
を

勧
め
ら
れ
た
遊
具
が
７
カ
所
、
修
繕

を
勧
め
ら
れ
た
遊
具
が
20
程
度
あ
る
。

昨
年
の
夏
、
滑
り
台
が
使
用

禁
止
に
な
っ
た
た
め
、
区
長

は
昨
年
９
月
と
本
年
１
月
に
子
ど
も

の
た
め
に
も
早
急
に
滑
り
台
の
新

設
・
補
修
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

し
て
い
る
。
壊
れ
て
か
ら
直
す
の
で

は
な
く
、
計
画
的
に
修
復
し
て
い
れ

ば
撤
去
す
る
必
要
も
な
く
、
施
設
の

安
全
確
保
や
費
用
の
縮
減
に
つ
な
が

る
。
チ
ビ
ッ
コ
広
場
は
地
域
の
子
ど

も
が
遊
び
を
通
し
て
社
会
性
を
培
う

場
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
家
族
の

憩
い
の
場
や
高
齢
者
の
安
ら
か
な
場

で
も
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
、
明
る

く
伸
び
伸
び
と
健
康
に
育
っ
て
い
く

た
め
、
安
心
・
安
全
な
遊
び
場
の
提

供
が
、少
子
化
対
策
に
も
つ
な
が
る
。

今
後
、
撤
去
や
取
り
替
え
、
修
繕
等

の
具
体
的
対
処
は
、
積
極
的
な
財
政

的
助
成
や
各
自
治
区
へ
の
情
報
提
供

が
必
要
で
は
。

予
算
が
確
保
で
き
次
第
、
各

公
園
の
あ
る
自
治
区
長
に
対

し
て
、
遊
具
な
ど
の
新
設
要
望
調
査

を
実
施
し
て
い
く
。

我
が
町
に
は
す
ぐ
れ
た
景
勝

地
の
魚
見
公
園
が
あ
る
。
ま

た
、
城
山
公
園
は
、
山
鹿
小
学
校
の

校
歌
で
「
寿
永
の
昔
秀
遠
が
、
義
兵

を
挙
げ
し
城
山
は
山
鹿
の
浦
の
誇
り

に
て
我
が
学
び
舎
に
程
近
し
」
と
あ

る
よ
う
に
、
歴
史
・
文
化
・
自
然
の

特
徴
を
持
っ
た
公
園
だ
。
学
校
教
育

や
社
会
教
育
で
取
り
上
げ
、
歴
史
・

文
化
の
継
承
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
も
積
極
的
に
整
備

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
城
山
入
口
に

あ
る
ト
イ
レ
の
柱
は
腐
食
し
、
大
木

の
根
っ
こ
の
土
が
え
ぐ
ら
れ
て
い

る
。
魚
見
公
園
の
散
策
道
路
は
、
土

が
流
出
し
、
危
険
で
あ
る
。
こ
の
実

態
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

城
山
入
口
に
あ
る
ト
イ
レ
の

柱
は
腐
朽
し
て
い
な
い
柱
の

部
分
か
ら
、
継
ぎ
手
に
よ
る
修
繕
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
魚
見
公
園
の

散
策
道
路
は
流
出
し
た
砂
利
の
補
充

な
ど
を
検
討
し
た
い
。

自治区長に対して、遊具などの新
設要望調査を実施していく

サビと腐食がある正門町のブランコ

問答

答

答問

環境住宅課長

問

妹
いも

川
かわ

征
いく

男
お

遊具の撤去と取替え、修繕など
の具体的対処は

録画中継

令
和
２
年
度
予
算

条
例
・
意
見
書

一
般
質
問

令
和
元
年
度
補
正
予
算

公
園
、
チ
ビ
ッ
コ
広
場

町
角
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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町 政を問う　～ 一般質問 ～



令
和
２
年
度
予
算

賛
否
一
覧
表

一
般
質
問

令
和
元
年
度
補
正
予
算

町
角
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

町角

インタビュー

養
成
員
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
。

大
学
、
大
学
院
で
美
術
鋳
物
の
研
究
を
し
て

い
て
、
も
と
も
と
鋳
物
仕
事
に
は
興
味
が
あ

り
ま
し
た
。
初
め
て
の
九
州
旅
行
で
芦
屋
釜
の
里

を
訪
れ
た
際
、
樋
口
先
輩
と
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
次
期
養
成
員
の
公
募
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、

運
命
を
感
じ
思
い
切
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

し
た
。

芦
屋
町
に
実
際
に
住
ん
で
み
て
、
町
の
印
象

は
ど
う
で
す
か
。

地
元
の
金
沢
市
も
魚
介
類
が
豊
富
な
ん
で
す

が
、
芦
屋
で
と
れ
る
魚
は
種
類
が
違
っ
て
目

に
も
舌
に
も
新
鮮
で
す
。
特
に
鯛
が
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
こ
れ
か
ら
イ
カ
と
鰆
の
時
期
が
待
ち
遠
し
い

で
す
。

　
ま
た
、
よ
く
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し

て
い
る
方
を
見
か
け
ま
す
。
健
康
に
気
を
付
け
る
習

慣
が
根
付
い
て
い
る
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。
自
分

も
太
り
や
す
い
体
質
な
の
で
、
落
ち
着
い
た
ら
芦
屋

の
美
し
い
景
色
を
見
な
が
ら
散
歩
が
て
ら
歩
い
て
回

り
た
い
で
す
。

今
後
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

技
術
を
し
っ
か
り
習
得
し
て
、
お
手
本
と
な

る
先
人
に
一
歩
で
も
近
づ
き
た
い
で
す
。
た

く
さ
ん
の
町
の
方
々
に
も
出
会
い
た
い
で
す
。
芦
屋

釜
の
里
を
訪
れ
る
際
に
は
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
。

Ｑ ＡＱＡ ＱＡ

鋳物師養成員の堀内快さん 作成工程の土ふるいをしている様子

　芦屋釜の鋳物師養成員で新たに赴任し
た、堀内　快（かい）さんにインタビュー

しました。石川県金沢市出身の 26 歳、

独身っちゃ。

　
令
和
２
年
４
月
１
日
付

で
中
野
局
長
が
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
事
業
局
企
画
課
長

と
し
て
異
動
し
、
新
し
く

福
田
局
長
が
異
動
し
て
き

ま
し
た
。

右から横田係長、福田局長、
中山（書記）、江上（事務員）

議会事務局
　　　職員の人事異動

議会録画中継配信中

　詳しくは、芦屋町ホームページをご覧ください。

なお、配信は本会議終了から７日後（土日祝日の

ぞく）になります。

録画中継ページ
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６月定例会における新型コロナウイルス感染症対策

町へ要望書を提出
　新型コロナウイルス感染症対策について、議会から町長に対して４月に要望書を提出しました。

　芦屋町一丸となって、この困難を乗り越えましょう。

　６月定例会は６月１２日に開会の予定ですが、新型ウイルス感染症拡大防止のため、芦屋町議会では

以下の内容に取り組みますので、町民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

◆要望内容◆
１．積極的な情報提供

２．個人事業主・中小企業などへの支援

　町民間の無用な混乱や誤解が生じないよう、さまざまな媒体を活用し、感染者の最新情報と町の
対策や進捗状況の速やかな情報提供を行うこと。

　国・県の支援策を打ち出されているが十分とは言えないため、事業者のニーズを把握し、芦屋町
独自の支援策を講じること。

４．学校休業などへの対応

３．納期限内での納付が困難な方への支援
　新型コロナウイルス感染症の影響で、町税や公共料金・社会保険料などの納期限内での納付が困
難な方などに対する、支払い猶予の検討や措置を講じること。

　園児や児童・生徒の安全確保と精神的ケアに努めること。
　また、学校再開の際には、児童・生徒への感染防止対策に努め、学力低下の防止などに対し、必

要な措置を講じること。

５．福岡県による緊急事態措置の周知・徹底
　県が実施する緊急事態措置を守って生活するよう、町民に対し、周知・徹底を図ること。

１．一般質問は取りやめます
　議員間の申し合わせにより、一般質問は行いません。

２．本会議や委員会の傍聴は行いません
　３密（密閉・密集・密接）を避けるため、本会議や委員会の傍聴は行いません。

３．会議時間の短縮や時差開催を行います
　行政報告や議案朗読の省略により、会議時間の短縮を行います。
　委員会室での長時間に及ぶ３密（密閉・密集・密接）を避けるため、午前と午後に時間をずらし

て、各委員会の審査を行います。

◆取り組み内容◆

　

平
成
の
時
代
か
ら
令
和
の

時
代
に
な
り
、
令
和
と
は

「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ

合
う
中
で
、
文
化
が
生
ま
れ

育
つ
」
と
い
う
意
味
で
す
。

令
和
初
の
美
し
い
桜
の
開
花

に
よ
り
、
人
々
が
寄
り
添
っ

て
い
る
春
の
宴
の
ニ
ュ
ー
ス

が
全
国
津
々
浦
々
か
ら
流
れ

る
は
ず
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
「
ま
さ
か
」
の
現
状
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
が
お
手
元
に

届
く
こ
ろ
に
は
穏
や
か
な
日

常
が
戻
っ
て
き
て
い
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
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